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（３）さらし砂で予測される生物相について

①石積みや鋼矢板壁に付着するマガキを

主体とした生物群集の衰退

⇒波・流れによる砂粒子の摩擦の作用や、

砂中に埋もれてしまうなどの影響によりマガキが

付着しにくくなる。

② さらし砂投入による、現況の砂地に生息する生物の

一時的な消滅と、その後の砂地を好む生物群集の定着

⇒およそ１年後以降に、砂地を好む生物の加入が期待される

現在の石積み端部付近の現在の石積み端部付近の

マガキ着生状況マガキ着生状況

（（20072007年年88月）月）

塩浜１丁目側隅角部付近の塩浜１丁目側隅角部付近の

砂地盤に生息するアサリ砂地盤に生息するアサリ

（（20072007年年88月）月）

①さらし砂による

短期的な影響

中潮帯まで砂がある
と、マガキに代表さ
れる付着性の潮間
帯生物は少ない。

カキの付着が多い。

カキの付着が多い。
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② 石積み護岸の前面に砂浜がある場合の近隣事例からの考察

石積護岸：前面水深は塩浜地区
の砂地盤より浅い

被覆石は1ton、
のり勾配は 3割

観察時潮位
約70cm

・幕張の石積み護岸部は、前面水深が浅く
マガキに代表される付着性の潮間帯生物
が少ないと考えられた。

⇒波・流れによる砂粒子の摩擦の作用や、砂中
に埋もれてしまうなどの影響により付着しにくくな
る。

さらし砂実施箇所で

予測されるケース

現在の塩浜護岸

改修部で予測した

ケース
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